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巻きひげのないメロン新品種「千葉TL」の特性と遺伝特性
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メロン、キュウリ、スイカ、カボチャ、シロウリなど

のウリ類は、一年生の蔓性草本で、茎には各節から巻き

ひげを生じ、他物に絡まって生長する。蔓の分枝性が強

く、各節の葉破から分枝が次々と発生する（秋谷ら、

1966)。この蔓（茎）の各節から発生する巻きひげは、

露地での栽培では、強風から株を維持する利点を有して

いるが、我が国の促成、半促成、加温抑制栽培のように

ビニルハウスなどの施設内での栽培では、蔓、葉、葉柄、

果実への絡み合いを生じ、無用の長物となっており、ウ

リ類に属する野菜の栽培では、巻きひげが絡ることに起

因する整枝・誘引作業が、労力的な問題点の一つとして

挙げられる。すなわち、巻きひげのないウリ類の野菜品

種では、整枝・誘引作業が容易になり、多大な労働時間

の削減をもたらす長所を持つと考えられる。

著者らは隔離床栽培用アールスメロンの種子のとり返

し中に巻きひげのない異形株を発見し、その株から、巻

きひげが全く発生しない形質の揃ったメロン新品種を育

成したので、ここにその品種特性及び巻きひげなしの形

質の遺伝特性について報告する。

本品種の育成に当たり、財団法人日本園芸生産研究所

の各位に多大なご協力を頂いた。また、千葉県農業総合

研究センター野菜研究室長の宇田川雄二博士には数多く

の知見と御援助を頂いた。ここに深く謝意を表する。

Ⅱ育成経過

1991年１月に、「アールス・フエボリット冬系１号」

（以下「冬系１号」とする）と特性が極めて類似してい

る「アールス・フェボリットの原種系」の種子のとり返
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しを行ったところ、親蔓（主蔓）に巻きひげが全く発生

しない株が７株中３株発見された。その後の調査及び多

数の知見から（清水ら、1985)、これらは自然突然変異

による形態の変異と考えられたので、その内のｌ株を自

殖して、「ＤＥＧ－３」とした。

1995年２月に「ＤＥＧ－３」を100株栽培して、巻きひ

げの有無を調査したところ、すべての株において巻きひ

げの発生がみられず、その代わりに側枝が発生した。す

なわち、親蔓（主蔓）の各節に２つの側枝が発生する形

態を示し、巻きひげ代わりの側枝（子蔓）は、伸長速度

の遅速や着生葉の形状に差異がみられた。

巻きひげのないものは、将来有望な省力栽培品種にな

りえると考え、その中から果実形質が揃い、同一節に着

生した２つの側枝の生育が揃った優良個体の選抜を行い、

最も優れた株を「ＤＥＧ－３－１２」とした。

1996年は９月下旬どりの夏作で、継いで1997年は２

月中旬どりの冬作で、各作とも100株を供試して特性を

調査した。その結果、両作とも巻きひげ発生株は全くみ

られなかった。すなわち、供試株は日長、温度及び作型

に関係なく、巻きひげ無発生となり、巻きひげなしの系

統としては固定されていた。そこで、夏作では「ＤＥＧ－

3-12-23」を優良個体として選抜し、冬作でさらに選抜

を継続した結果、形質が非常によく揃っていたので、固

定しているとみなして種子の増殖を行い、「千葉TL｣(ＴＬ

はtendrilのＴとlessのＬの略)の名称で、1998年１月に品

種登録出願を行い、2001年８月に新品種として登録され

た（品種登録番号9207)。

Ⅲ 新 品 種 の 特 性

１．生育及び果実特性

「千葉TL」の夏作における生育及び果実特性を第１表

に示した。「千葉TL」の摘心前の生育は、草丈、葉数、

最大葉の大きさ及び茎径において「冬系１号」に優った。

また、１１節から20節間の平均雌花着生率は、「千葉TL」

では同一節の２つの側枝に雌花が着生することから、巻



千葉県農業総合研究センター研究報告第４号（2005）

きひげ代わりの側枝の着生率を含めると97％となり、

「冬系１号」とほぼ同等であった。果重は「冬系１号」

が1,8309に対して、「千葉TL」は1,8609とやや重く、

糖度は両品種で同等であった。

「千葉TL」の冬作における生育及び果実特性を第２表

及び第３表に示した。「冬系１号」に比較して「千葉TL」

の摘心前の生育は、草丈及び葉数では劣り、最大葉の大

きさ及び茎径では優った。また、１１節から20節間の平均

雌花着生率は、両品種とも高率であったが、「千葉TL」

が巻きひげ代わりの側枝の着生率の分だけ高率となった。

果重は「冬系１号」が1,3809に対して、「千葉TL」は

1,3009と劣った。「冬系１号」に比べ、「千葉TL」の果実

ネットの密度、盛上り及び揃いは劣り、果形は同等であ

ったが、糖度及び食味は劣った。

「千葉TL」の冬作における本葉20枚時の地上部及び地

下部の生育を第４表に示した。新鮮重は、地上部では軽

かったが、地下部では重かった。乾物重は地上部、地下

部とも重く、「冬系１号」を100とした指数では地上部で

122、地下部で143となり、「千葉TL」では特に地下部が

充実していた。

以上から、「千葉TL」の品種特性は以下のとおりであ

った。

（１）アールス・フェボリット系のメロンで、巻きひげ

が全く発生しない品種である。

（２）巻きひげが発生しない代わりに、主蔓、子蔓、孫

蔓などの各節には２本の側枝が発生し、その両方に

着果可能な両性花（雌花）が着生する。

（３）生育特性は、茎が太く、葉が大きく、根重が重く、

雌花の着生率が高い。

（４）果実特性は、一果重が夏作で1.8kg、冬作で1.3kｇ

品種名

第１表夏作における「千葉TL」の生育及び果実特性

摘心前の生育

最大葉の大きさ茎径

草丈葉数縦径横径（最太部）

(c､）（枚）（c､）（c､）（m､）

11節～20節

間の平均雌

花着生率

（％）

果実の大きさ

果重縦径横径糖度備

(9)（c､）（c､）（Brix）

考

千葉ＴＬｌＯ７１９､８１６．７

冬系1号１００１８．３１５．９

25.8

24.5

9.3

8.3

8３（14）1,86015.215.112.5100％巻きひげなし

9８1,83014.215.312.4100％巻きひげあり

注1）千葉TLの平均雌花若生率の（）の数値は、巻きひげ代わりの側枝の平均雌花若生率である。

２）播種日は７月１日、定植日は７月19日である。

品種名

千葉ＴＬ

冬系1号

草丈

(c､）

5５

６０

第２表冬作における「千葉TL」の生育特性

摘心前の生育

最大葉の大きさ

葉数縦径

(枚）（c､）

14.9

15.8

1２．４

１２．１

横径

(c､）

1７．１

１６．５

茎径

(最太部）

（m､）

7.5

7.2

11節～20節

間の平均雌

花着生率

（％）

9５（76）

９７

注l）千葉TLの平均雌花着生率の（）の数値は、巻きひげ代わりの側枝の平均雌花埼生率である。

２）播種日は10月18日、定植日は11月７日である。

第３表冬作における「千葉TL」の果実特性

ネット

品種名果重果形密度盛上り揃い糖度食味備考

（９）（Brix）

千葉ＴＬ

冬系1号

1，３００

１，３８０

3.6

3.6

2.8

3.2

2.2

2.6

2.3

2.8

11.5

11.9

2．９

３．１

100％巻きひげなし

100％巻きひげあり

注l）

２）

３）

果形及びネットは、５：優れる～l：劣るとして評価し、評価値2.5以下は市場出荷が困難である。

食味は、５：優れる～３：普通～１：劣るとして評価した。

播種日は10月１８日、定植日は11月７日である。

7０
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第４表冬作における「千葉TL」の地上部及び地下部の初期生育量

本葉20枚時の生育（株当たり）

新鮮重 乾物重

品種名地上部地下部

（９）（９）

地上部

(9)比

地下部

(9)比

備考

千葉TＬ179.2

冬系1号209.2

27.8

24.8

26.70

21.81

(122）３．６５（143）

(100）２．５５（100）

供試株数は5株

供試株数は5株

注1）（）の数値は、冬系１号を100とした場合の指数である。

２）播種日は１０月１８日、定植日は11月７日である。

前後となり、果実外観（ネット）や食味の評価値が

低く、糖度もやや低い。

２．巻きひげなしの形質の遺伝特性

交雑育種の親としての利用を考えて、巻きひげなしの

形質の優劣性をみるため、遺伝解析を行った。

1996年の夏作で、巻きひげありの品種「冬系１号」を

交配母本、巻きひげなしの品種「千葉TL」を交配父本と

して交配し、Ｆ,種子を得た。

1996年の冬作でF1種子を用いて栽培し、巻きひげ有無

の表現型について調査するとともに、自殖によりＦ２種子

を得た。

1997年の夏作で、無作為に抽出した123粒のF2種子を

用いて栽培し、巻きひげ有無の表現型について調査する

とともに、自殖によりＦ３種子を得た。これと同時並行し

て、果実１果分のすべてのF2種子363粒を用いて栽培し、

巻きひげ有無の表現型についても調査した。

1997年の冬作で、巻きひげなしの表現型株から作出し

た116粒のF3種子を用いて栽培し、巻きひげ有無の表現

形質を調査した。

「冬系１号」×「千葉TL」のＦ１、Ｆ２、Ｆ３の表現形質を

第５表に示した。1996年冬作におけるＦ１の表現型は、全

株が巻きひげありであった。1997年夏作におけるF2の

表現型は、９２株が巻きひげありとなり、３１株が巻きひげ

なしであった。また、果実１果分のすべての種子を供試

した場合では、267株が巻きひげあり、９３株が巻きひげ

なし、３粒は発芽しなかった。この割合は、巻きひげあ

り：巻きひげなし＝３：１となり、巻きひげありの形質

がなしの形質に対して単因子優性と考えた場合の理論値

とほぼ一致した。

1997年冬作の巻きひげなしの表現型株から作出した

F3種子の表現型は、全株が巻きひげなしの形質となり、

主蔓、子蔓の各節に２本の側枝が発生して、この形質が

劣性ホモタイプであることが確認された。

また、アールス系以外のメロン類との遺伝の優劣性を

7１

調査するため、1997年の夏作と秋作で「千葉TL」を交

配母本とし、「ミータンチン｣、「AEYk｣、「10OHC｣、「86T」

を交配父本としたF,を作出・栽培し、その後、自殖によ

って得られたF2種子を用いて1998年の春作で栽培し、Ｆ２

世代の巻きひげ有無の表現型について調査した。なお、

調査にはＦ１、Ｆ２とも50株を供試した。

「千葉TL｣とアールス系以外のメロン類とのＦ１、Ｆ２の表

現形質を第６表に示した。Ｆ,の表現型は、各交雑組合せ

とも全株が巻きひげありの形質であった。Ｆ２の表現型は、

交雑組合せで多少異なったが、巻きひげありではホモ型

が９～15株、ヘテロ型が24～28株となり、巻きひげなし

では９～14株であった。この結果は、巻きひげありと巻

きひげなしの割合がほぼ３：ｌとなり、巻きひげありの

形質が巻きひげなしの形質に対して単因子優性と考えた

場合の理論値に近い値となった。巻きひげなしの株は、

各節に２本の側枝が発生し、安定した遺伝特性を示した。

これにより、アールス系以外のメロン類においても、

巻きひげなしの形質は、巻きひげありの形質に対して劣

性の１遺伝子が主働遺伝子になっていることが確認され

た。

Ⅳ考 察

ウリ類の野菜の中で、巻きひげなしの品種については、

放射線照射で作出されたキュウリの報告（Phillip、

1965）と、スイカで無側枝性の品種が単因子劣性の巻き

ひげのない形質遺伝によって作用しているとの報告

（Zhang、1996）がある。それ以外にウリ類の野菜で巻

きひげのない形質を持った品種を育成したという報告は

みあたらない。また、巻きひげなしの形質について

Ｇｅｎｅｓｙｍｂｏｌ（＝td）としてCucurbitGenetics

CooperativeReportのGeneListへ登録した報告

（Michel、1994）もなく、巻きひげなしの形質について

の遺伝解析を行った報告は、BRhodesら（1999）のス

イカの巻きひげなしの遺伝形質についてのみである。
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第５表「冬系1号」（巻きひげあり）×「千葉TL」（巻きひげなし）のＦ１、Ｆ２，Ｆ細の表現形質

巻きひげあり巻きひげなし

の株数の株数

供試

試 験 年作型世代株数 考備表現型

F,表現型

1996冬作Ｆ１ ８９全株巻きひげあり

1997夏作Ｆ２１２３巻きひげありの株数：９２

（理論値Ｚ92.25）

巻きひげなしの株数：３１

（理論値30.75）

1997夏作Ｆ２３６３巻きひげありの株数：２６７

（理論値270）

巻きひげなしの株数：９３

（理論値９０）

．巻きひげなしのものは、主蔓、子蔓、

孫蔓の各節に2側枝が発生した

．Ｆ,果１果分の採種種子すべて供試した

．巻きひげなしのものは、主蔓、子蔓、

孫蔓の各節に２側枝が発生した

･３粒は発芽しなかった

．Ｆ2の表現型で巻きひげなしの自殖株の種

子を供試、すべての株の各節に２側枝が

発生した

1997冬作Ｆ３１１６全株巻きひげなし

ホモ型へテロ型

注l）ｚ:理論値は、巻きひげありの形質がなしの形質に対して単因子優性と考えた場合の値である。

２）1997年夏作のF2で363供試株数のものは、交配直前の生育ステージまでの調査である。

第６表「千葉TL」（巻きひげなし）×メロン類（巻きひげあり）のＦ１、Ｆ２の表現形質

ﾏｸﾜｳﾘ

ｱﾒﾘｶのｷｬﾝﾀﾛー ﾀｲﾌ

ﾖー ﾛｯﾊのｷｬﾝﾀﾛー ﾀｲﾌ

ﾊﾈﾃ゙ｭーﾀｲﾌ゙

F2表現型

全株巻きひげあり

全株巻きひげあり

全株巻きひげあり

全株巻きひげあり
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調査

(早）×（３）株数
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０
０
０
０
－
０

５
５
５
５
－
５

これらのことから、「千葉TL」はメロン類において世

界初となる巻きひげのない品種であるが、第３表に示し

たように、果実外観のネットの評価値が、単独では栽培

に利用されずにＦ１の交雑親となっている「冬系１号」よ

り劣るため、栽培上の実用品種としては利用価値がない

と考えられる。

這い作りメロン（露地メロン）のトンネル栽培では、

生産部分における10a当たりの全労働時間が271時間で

あり、その中で、整枝・誘引作業及び摘果・マット敷き

作業などの労働時間は、約30％の76時間を占めている

（千葉県、1996)。「千葉TL」はその特性から、巻きひ

げによる絡み合いがないため、整枝･誘引作業及び摘果・

マット敷きなどの作業が容易になると考えられ、労働時

間の短縮や労働作業の軽減化が期待できる。

「千葉TL」は同節に２本の側枝が発生し、その両方に

雌花が着生するため、立ち作りメロンでは同節２果どり

９

１２

１５

１０

１２．５

詔
型
泌
訂
一
弱

注）Ｚ：理諭佼は、巻きひげありの形質がなしの形質に対して単因子優性と考えた場合の値である。

1３

１４

９

１３

１２．５

の可能性も考えられる。また、第４表に示したように、

「千葉TL｣は根量が多い特性が認められた。生育初期か

ら根量が多く、土中深くまで根が張っているものは、地

温の変化に強く、収種直前まで根の活性が高く、草勢が

強くなるため（平林ら、1986)、「千葉TL」を育種素材

としたメロン新品種の立ち作り栽培では、大果生産の可

能性の利点も考えられる。

さらに遺伝解析の結果から、巻きひげなしの形質の遺

伝性は、単因子劣性によるものと確認され、交雑育種に

より巻きひげのない品種育成が可能となった。また、す

べてのメロン類の交雑親とすることが可能で、幅広い品

種育成ができて、将来のメロンはすべて巻きひげなしの

品種に移行する可能性も含んでいる。

以上のことから、「千葉TL」は育種素材としての利用

価値が高いと考えられた。

従来の育種は収量や品質に主眼をおいたものが主であ
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ったが、「千葉TL」を育種素材に利用したものは、生産

者や作業者に栽培労力の省力・軽減化をもたらす品種開

発が進む可能性がある。

Ｖ摘 要

１．アールスメロンの種子のとり返し中に、自然突然

変異による巻きひげのない異形株を1991年に発見した。

２．巻きひげのない異形株の中から、自殖選抜を行い、

「千葉TL」を育成し、2001年に品種登録された。

３．「千葉TL｣は巻きひげが発生しない代わりに、蔓の

各節に２本の側枝が発生し、その両方に着果可能な両性

花が着生した。また、茎が太く、葉が大きく、根量が多

い生育を示した。

４．「千葉TL｣の巻きひげなしの形質は、巻きひげあり

の形質に対して安定した劣性のｌ遺伝子が主働遺伝子に

なっていた。
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写典１摘心前の生育状況

注）だ：従来の品煎と右：「千菜TL」（巻きひげが全く発生しない）

一塁諏舜:義曾画自
●

写真２収穫果実の形状

注）左：新品師「千雄TLjと右：憧行品祁（冬系F31})）
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GrowthandlnheritanceCharacteristicsofNewMelon

′I1endrilless'1iﾉpeCultivar“Chiba-TL，，

TbshikatsuOIzuMI,TbtsuoHIRABAYAsHI*,TbshiharuKoTE＊andTaekoMAsTuo

Keywo｢ｄｓ：melon,cultivanbreeding,tendrilless,inheritance

Sｕｍｍｏｒｙ

１．Duringthegrowingmuskmelonsfbrregenerationofseedsingreenhouseonl991，wefbundthat

heteromorphicplantswithouttendrilwereinducedbythenaturalmutation、

２．１tisconsideredthattendrillessmelonmakelabor-savingcultivationpossible，Therefbre，anew

meloncultivar“Chiba･ＴＬ”wasselectedbyselfingselectionsandwasregisteredasnewcultivaｒ

ｔｏｔｈｅＳｅｅｄｓａｎｄＳｅｅｄｌｉｎｇＬａｗｏｎ２００１．

３．Although“Chiba-TL，，ischaracterizedbytendrilless，itproducedtwolateralbrancheswitha

hermaphroditeflowerwhicharepossibletobearfruits，ｏｎｅａｃｈｎｏｄｅ・Growthanddevelopmentof

“Chiba-TL，，plantischaracterizedbyathickstem，largeleaves，andlargequantityofroot、

４．Majorgeneoftendrillessphenotypeof“Chiba-TL”shouldbeasingleandstablerecessivegene

comparedtothatoftendriltype，accordingtotheresultofourinheritancestudies．

(*JuridicalFoundationJapanHorticulturalProductionandResearchlnstitute）
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